
水原 白坂伊集院 山下 大谷

山下 村田

水原 白坂伊集院 山下

SolvifAIのご紹介
ソルビファ イ

機密

機密・専有情報
ソルビファイによる個別の明示的な承認を得ることなく、
この資料を使用することを固く禁じます。

【上流工程特化 AIエージェント】

開発・改修・更改
プロジェクト管理 AI

ソフトウェア・ハードウェア
成果物生成 AI
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1. 【ご利用効果】 SolvifAIは主に3つの効果をもたらします

考慮漏れによる
追加開発費の抑制

要件定義書作成等
品質標準化・負荷軽減

PJ目標達成に伴う
期待IT効果の創出
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1. 【ご利用効果】 役職者様毎に見ても、様々なメリットを享受いただけます

担当者 マネージャー 経営者

業務品質標準化

手引き通り自動で資料作成
30～50%以上の業務を削減

プロジェクト成果最大化

管理業務が減り戦略的な判断
やチームビルディングに注力

IT/DX戦略実現

従業員エンゲージメント及び
顧客満足度向上の正の循環
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1. 【サービス概要】 2つのAIエージェントのご利用をプロフェッショナルが支援

成果物生成AI（後述）

AIがソフトウェア・ハードウェアの
要件定義書等のPJ成果物を
自動作成、編集、品質レビュー

水原 白坂伊集院山下 大谷

山下 村田

水原 白坂伊集院山下

プロジェクト管理AI

AIが開発・改修・更改
プロジェクト計画策定や課題の
対策提案、タスクフォローアップ

オンボーディング支援

AIエンジニアや元コンサルタントが
初期AIカスタマイズ、導入研修
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1. 【成果物生成AI】 要求仕様書等の成果物の最終化までの自動化

• 登録観点で全体最終レビュー

• （既存資料もレビュー可能）

• 議事録から該当箇所のみ一括編集

• またはAIとのチャットで部分編集

• 指定フォーマット通り資料作成

• 多用なインプットデータを解析可能

AI品質レビューAI編集AIドラフト

成果物生成AIで自動化

成果物最終版レビュー観点成果物修正版追加情報インプット資料 成果物 ドラフト
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1. 【自動化成果物】
開発・改修・リプレース案件
の各成果物を自動生成

（その他資料も自動化可）

企画書 プロジェクト計画書 RFI/RFP

テストケース 試験報告書 レビュー結果表

製品規格書 基本設計書要求仕様書
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1. 【優位性全体像】 End-to-endで自動化支援する一連機能に優位性

*：弊社リサーチによる分析

汎用AI*

AI生成理由提示

Input引用とAI創作切分け
ハルシネーション回避

不可

編集 / レビュー

実業務に必要機能を網羅
（論点出し、共同編集、
レビュー、Ver管理など）

資料化を前提としておらず制約

インプット解析

Input対象に制限はなく
図や画像も詳細に解析

資料解析量に制限

出力形式設定

目次毎に出力形式を設定可。
誰でも同品質で資料生成

プロンプトを要し属人化を招く

事前設定 成果物ドラフト 最終化

多様な図出力

業務フロー図、画面UI、
システム相関図など出力

Mermaidで一部図のみ

特許出願済

1 2 3

4
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【出力形式設定】 企業固有ルールやテンプレートでの資料自動作成を実現

資料の目次 を自由に設定 目次毎の出力形式・記述ルール も調整可能

1
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【多様な図出力】 上流工程で必要となる各種図やモックアップまで生成可能

出力例

• 業務フロー図

• 画面遷移図

• ワイヤーフレーム

• モックアップ

• 帳票

• システム相関図

• データ関連図

• スケジュール図

• 体制図

など

2
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【AI生成理由提示】 考慮漏れ要求・要件はAIが補完し、色分けして確認可能

AI創作とインプットデータ引用箇所を色分け表示 生成理由まで説明

※事実と創作を切り分けることでハルシネーションリスクも同時に回避

3
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【汎用AIとの差異】 SolvifAIは使えば使うほど成果物品質が向上し、現場が高位標準化

• 課題発生時、弊社側で分析・改良支援

• 使えば使うほど、貴社業務へAI最適化

→ 独自機能と運用支援で定着し、高い品質で標準化

• 各ユーザがプロンプト設計し、出力精度課題に対応を要する

• 一方、課題切分け・改良に制限（汎用AIは裏側処理が見えず
インプット解析・プロンプト等どこが問題か判断できない）

→ 品質がバラつき、見えない管理負荷も生じ、定着阻害

1.都度プロンプトとインプット入力し、成果物生成

汎用AI ドラフト精度30%程度 （有識者の補助に留まる* ） SolvifAI 精度70-100% （全ユーザの高位標準化）

1.インプットだけ入れて成果物生成（弊社でプロンプト設計）

2.貴社より
課題確認し
弊社で分析

3.改良支援
（次成果物では
再発防止）

2.精度に対する
課題切分け不可

3.プロンプトで解消
できず課題放置
（次の成果物でも
大部分を手修正）

成果物生成

課題
分析

AI改良

*全社的に汎用AI導入済みの、大手メーカー・大手物流・大手生命保険会社等とのPoC結果

汎用AI

4



©2026 ソルビファイ株式会社 13

2. 【導入事例】 京セラ株式会社

PRTIMES プレスリリースリンク

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000020.000132882.html

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000020.000132882.html
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2. 【導入事例】 医療機器メーカー スリープウェル株式会社代表コメント

PRTIMES プレスリリースリンク

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000011.000132882.html

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000011.000132882.html
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2. 【効果実証例】 多くの企業様が考慮漏れ抑制・工数削減・品質標準化を実現

課題

対策→効果

銀行様

• 簡易に要求整理後、ベンダーへ
要件定義を一任する働き方定着

• 働き方を変えるべく、業務部門用
に業務要件考慮漏れ対策として
数十ページの手引きを整備

• しかし、品質のバラつきは非解消

先方の標準テンプレートと手引きを
基にSolvifAIのAIカスタマイズ

→過去の複数案件を用いて検証。
業務要件定義書の自動化を実現し、
考慮漏れ要件出力にも成功

考慮漏れ抑制・業務負荷軽減

制御機器メーカー様

• 有識者の高齢化・離職により
組織の要求定義力が低下

• 外部コンサルの協力を得て
教育施策を半年間実施するも
具体成果が得られず苦慮

要求定義の品質標準化

有識者の要求定義の暗黙知を解き
ほぐしAIカスタマイズ

→誰でも有識者と同様のプロセスで
根本課題の特定・要求定義を実現

自動車グループ会社様

• 関連会社からシステム開発・
改修の要望が噴出

• 要望整理・優先順位付け・
資料作成など膨大な作業で
担当者の工数が常時逼迫

• 実装速度についても度々指摘

業務要件定義工数90%削減

業務要件定義書の標準テンプレートを
共同で作成し、AIカスタマイズ

→テンプレートをシンプルにし、順に
目次作成するAIにより約90%自動化
(ユーザの作業は一部要件編集のみ)
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3. 【セキュリティ】 企業様毎にAWSクラウド上でテナントを区切りセキュアにご利用可能
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3. 【ご利用の流れ】

サービスご提案 課題をヒアリングし、最適なソリューションをご提案します

ご契約 課題解決に資するソリューションに対し、契約を締結します

本格利用 課題解決に向けSolvifAIをご利用いただきます

ご利用準備 貴社資料雛形のAI設定なども含め、導入のご支援をします

1

2

3
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【費用対効果】 性能を最大限発揮することで、年間数千万円～数億円の財務効果

考慮漏れによる追加開発費の抑制 要件定義に関する業務費用の削減

3,000万円

1,500万円

2,000万円

SolvifAI費用

要件定義費

追加開発費 SolvifAI導入後 要件定義費 SolvifAI導入後

• AI考慮漏れ指摘で、数億円の複数PJにて遅延率を半減

• 追加開発費用を数千万円抑制

• AI業務自動化で、担当者数・業務時間を30%程削減

• 要件定義工程にて数百万円費用削減

開発費抑制

1,500万円

1,400万円

業務費削減

600万円

1
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【検証イメージ】2

• SolvifAIで実際に資料を自動作成

• 追加要望を踏まえ更なるAI改良

• AI資料の目指す品質を刷り合せ

• 実現に向けAIカスタマイズ

• 運用マニュアル整備/オンボーディング

• 定例会やCSを通じてAI定着促進

本格利用検証（1～2か月）準備（約1か月）

弊社 貴社

AI効果最大化に向け伴走させていただきます
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【AIモデル更新】 貴社は一切の負荷なく、最適なAIモデルをご利用可能

AIモデル最新版リリース時に、弊社側で性能を検証し… 目的に応じて最適に組み合わせてSolvifAI性能を最大化

5.5など

3.1 Pro、3 Deep Thinkなど

Sonnet 4.6、Haiku 4.5など

全インプットデータ解析

• 画像・図形・表・テキストが混在するWord/ Excel/ PPT/ PDF解析

• 解析漏れが考慮漏れに直結するため、網羅的解析用の独自AI

高精度な成果物

• インプットからAIが推論し、考慮漏れ防止に向けて要件補完

• 業務フローなど図出力AI＋出力量を確保するAIエージェント

AIの透明性担保

• AI出力に対し、事実とAIの推論を明確化

• 汎用AIが苦手とする反面、品質標準化に向けSolvifAIで実装

・・・

3
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4. 会社概要

会社名 ソルビファイ株式会社

所在地 東京都港区南青山3丁目1番36号 青山丸竹ビル6F

代表 代表取締役 CEO 湯淺元祥 Masayoshi Yuasa

代表取締役 COO 染谷凌大 Ryodai Someya

取引銀行 三井住友銀行 三菱UFJ銀行 みずほ銀行

沿革 2023年9月 ソルビファイ株式会社設立

2023年10月 サムライインキュベートより資金調達

2024年7月 特許出願 「成果物生成AI、プロジェクト管理AI」

2024年9月 特許取得 「要求一覧作成AI」

2025年5月 ISMS認証取得

2025年7月 ジャフコ・グループより資金調達

Webサイト https://solvifai.jp/

https://solvifai.jp/
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4. パートナー/掲載メディア

掲載メディアパートナー

SolvifAI は（公財）東京都中小企業振興公社中小企業ニューマーケット開拓支援事業の支援対象製品です。※但し、公社は製品の効能効果を保証するものではありません



いかなるIT/DXアイデアも実現する
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